
障害者放送協議会放送・通信バリアフリー委員会セミナー（案）
テーマ：障害者と放送・通信

日時：２００５年２月２８日（火）　１２：４５～１７：３０
場所：中野サンプラザ

趣旨：近年、テレビなどの放送に障害者が登場することが増えている。そのために、障害者をどのように描写するかについての関心も高まっている。一方で、地上波デジタル放送の開始され、障害者もデジタル技術の恩恵を受けられるようにすることに対する要望も強い。昨年度のセミナーでは、英国から講師を招聘し、ＥＵでは、「障害者とメディア」宣言が行われたり、デジタル放送サービスに関する基準を設けた国もあるということを知った。本年は、米国より、講師を招き、その実態を知るとともにわが国の関係者と意見交換をすることで、わが国の放送・通信領域の障害者に対する支援の発展を期するものとする。

プログラム：
第１部
 放送における新技術へのアクセス　13:00～15:30

　講演１　デジタル放送についての米国の現状－米国から講師を招聘（40分）
　講演２　わが国の政府の取り組み（仮題）－総務省にお願いする（30分）
　講演３　放送事業者の取り組み（仮題）－NHKなどにお願いする（30分）
　　　　　　　質疑
第２部　障害者と放送　15:45-17:15

　講演４　障害者の描写に関するとりくみ（米国の状況）－ケニー（40分）
　講演５　わが国の状況－放送事業者又は委員のメンバー（30分）
　　　　　　　　質疑
主催　：　障害者放送協議会放送・通信バリアフリー委員会
（財）日本障害者リハビリテーション協会
後援　：　　埼玉県民共済生活協同組合
資料５








